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みなさんと
いっしょに歩んできた
広報紙「NOSAI」

当組合発行184（最終）号企画

◇
発
行
月　

昭
和
51
年
８
月

◇
表　

紙　

事
務
所
全
景

◇
内　

容　

事
務
報
告
、
計
画
、
稲
作
管

理
な
ど

◇
体　

裁　

Ｂ
５
版
、
１
色
８
ペ
ー
ジ

記
念
す
べ
き
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
あ
と
が
き
に
「
最
初
の
こ

こ
ろ
み
で
内
容
も
不
十
分
で
す
が
、
今
後

充
実
し
た
内
容
に
な
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
年
か

ら
、
し
ば
ら
く
は
年
２
回
か
ら
３
回
の
発

行
を
し
て
い
ま
す
。

◇
発
行
月　

平
成
元
年
９
月

◇
表　

紙　

若
い
夫
婦﹁
旅
だ
つ
ふ
た
り
﹂

◇
内　

容　

園
芸
施
設
共
済
﹁
ハ
ウ
ス
の

補
強
対
策
﹂、
水
稲
共
済
「
損
害
評
価
﹂

な
ど

◇
体　

裁　

Ｂ
５
版
、
２
色
８
ペ
ー
ジ

第
23
号
よ
り
見
や
す
い
よ
う
に
２
色

刷
り
へ
変
更
さ
れ
、
第
30
号
よ
り

表
題
は
「
い
ま
り
あ
り
た
」
に
な
り
ま
し

た
。
表
紙
の
若
い
夫
婦
が
４
年
間
続
き
ま

し
た
。

広
報
紙
の
誕
生

２
色
刷
り
へ

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
年
）
８
月
の
創

刊
号
か
ら
43
年
、
農
家
と
伊
万
里
有
田
地

区
農
業
共
済
組
合
を
つ
な
ぐ
広
報
紙
「
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
が
、
令
和
２
年
４
月
の
県
一

組
合
の
設
立
に
伴
い
、
当
組
合
発
行
と
し

て
、
最
終
号
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
時
々

の
農
業
の
情
報
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
お

願
い
、
そ
し
て
、
色
々
な
方
や
グ
ル
ー
プ

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
県
一
組
合
の
『
佐
賀
県
農
業

共
済
組
合
』
に
な
り
ま
し
て
も
、
広
報
紙

は
発
行
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。今
回
は
、

当
組
合
発
行
の
広
報
紙
が
最
終
号
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま

す
。

私

の

宝

物

が
ん
ば
っ
ち
ょ

Ｍ

Ａ

Ｎ

表
紙
そ
の
他

表

紙

の

新

婚

さ

ん

が
ん
ば
る
農
家

私

の

趣

味

農

家

の

声

ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー

わ
っ
か
バ
イ

表

紙

の

わ
ん
ぱ
く
兄
弟

誰
か
さ
ん
へ
一
言

な
つ
か
し
か
ー

料

理

メ

モ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

グ
ル
ー
プ
紹
介

年

男

年

女

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

み
ん
な
集
ま
れ

Ｌ
ｅ
ｔ
’
ｓ
集
合

表
紙
の
園
児

企

画

15
人

20
人

29
人

30
人

41
人

60
人

73
人

77
人

86
人

128
人

141
人

151
人

159
人

197
人

428
人

455
人

1168
人

1522
人

登場
人物

123号

～

137号

123号

～

142号

1号

～

31号

31号

～

45号

143号

～

184号

26号

～

81号

11号

～

141号

46号

～

122号

32号

～

60号

37号

～

122号

26号

～

184号

33号

～

184号

26号

～

184号

18号

～

45号

25号
～

181号

47号

～
87号

88号

～

184号

61号

～

142号

掲載
時期

創
刊
号
か
ら
一
八
四
号
ま
で
、
延
べ

四
七
八
〇
名
の
方
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
快
く
登
場
し
て

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

創刊号

第33号
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◇
発
行
月　

平
成
５
年
10
月

◇
表　

紙　

兄
弟
姉
妹
﹁
わ
ん
ぱ
く
﹂

◇
内　

容　

冷
夏
と
台
風
に
よ
る
被
害
状

況
、家
畜
共
済
﹁
出
産
時
に
気
配
り
を
﹂

な
ど

◇
体　

裁　

Ａ
４
版
、
２
色
４
ペ
ー
ジ
、

カ
ラ
ー
４
ペ
ー
ジ

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
Ｂ
５
か
ら
Ａ
４

版
へ
紙
面
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
、

第
37
号
か
ら
カ
ラ
ー
の
ペ
ー
ジ
も
で
き
、

大
変
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

◇
発
行
月　

平
成
13
年
７
月

◇
表　

紙　

保
育
園
、
幼
稚
園
児
の
子
供

た
ち
﹁
元
気
っ
子
!!
﹂

◇
内　

容　

総
代
会
特
集
﹁
信
頼
の
き
ず

な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
﹂、﹁
防
い
で

安
心
損
害
防
止
﹂
な
ど

◇
体　

裁　

Ａ
４
版
、
２
色
４
ペ
ー
ジ
、

カ
ラ
ー
４
ペ
ー
ジ

表
紙
と
第
58
号
か
ら
始
め
た
「
ノ
ー

サ
イ
く
ん
が
行
く
」
の
デ
ザ
イ
ン

を
変
更
し
て
み
ま
し
た
。

◇
発
行
月　

平
成
18
年
10
月

◇
表　

紙　

保
育
園
、
幼
稚
園
児
の
子
供

た
ち
﹁
元
気
っ
子
み
ぃ
ー
つ
け
た
﹂

◇
内　

容　

建
物
共
済
﹁
防
げ
ま
す
か
落

雷
﹂、
麦
共
済
﹁
加
入
は
全
相
殺
方
式

を
イ
チ
押
し
﹂
な
ど

◇
体　

裁　

Ａ
４
版
、
２
色
４
ペ
ー
ジ
、

カ
ラ
ー
４
ペ
ー
ジ

好
評
の
園
児
の
表
紙
が
、第
61
号
（
平

成
６
年
）
か
ら
第
１
４
２
号
（
平

成
22
年
）
ま
で
17
年
間
続
き
ま
し
た
。

◇
発
行
月　

平
成
23
年
10
月

◇
表　

紙　

拓
く
﹁
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
・

な
つ
か
し
か
ー
・
Ｌ
ｅ
ｔ
︐
集
Ｇ
Ｏ
・

が
ん
ば
る
農
家
﹂

◇
内　

容　

建
物
共
済﹁
コ
ワ
イ
落
雷
﹂、

麦
共
済﹁
麦
つ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
﹂な
ど

◇
体　

裁　

Ａ
４
版
、
２
色
４
ペ
ー
ジ
、

カ
ラ
ー
６
ペ
ー
ジ

広
報
紙
１
５
０
号
発
行
に
あ
た
り
、

特
別
企
画
を
し
ま
し
た
。
表
紙
の

「
拓
く
」
は
、
第
１
４
３
号
か
ら
今
回
ま

で
続
き
ま
し
た
。

紙
面
が
大
き
く
Ａ
４
版
へ

黒
の
表
紙

園
児
の
表
紙
が
続
き
ま
す

記
念
号

第150号

第125号

第98号

第54号

3



この写真は、平成５年に大川町農協の生産組合

長会の研修旅行で、香港に行った時の写真です。

初めての中国旅行でしたが、私たちの手荷物が遅

れるハプニングがありました。

毎月の会議が終わってから、皆さんと酒を酌み

交わし親睦を深めました。この時、私が生産組合

長会の会計で、懇親の場を次はどこにするか悩ん

だことを懐かしく思い出します。

生産組合長の任期が終わってからも、「思い出

会」として、定期的に集まり20年ほど交流を続

けました。

今回、２回目の生産組合長ですが、農地の耕作

が減っている中で、私は米作りを続け、地域の農

業振興に役立つ活動ができればと思っています。

唐津市成和小学校の１年生の担任をしている理沙

子さん。小学校には、みかん産地の特徴として、屋

根の上にみかんのタンクとオレンジ色の校門があり

ます。

彼女は、小学校から高校まで、バレーボールのア

タッカーをやっていたスポーツウーマン。また、野

球を見るのが大好きで、ソフトバンクの大ファン。

福岡ドームにも足を運んでいます。

理沙子さんの休日は、「大学時代の友達と福岡で

ショッピングや食事に行きます。特に甘いスィーツ

を食べるのが好きです。30歳くらいまでには結婚し

たいな」と明るく話してくれました。

現在、彼氏募集中です。

大川町山口

大坪 信
しん

一
いち

さん（65）

大坪町下古賀

池田 理
り

沙
さ

子
こ

さん（24）

前列の１番左が私です

が行くバイ が行くバイ

なつかしかー共済
部長の

フレッシュさん

皆さんと親睦を深めました

スポーツ女子
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JA黒川女性部生け花教室

●農業規模

水稲…………………… 77ａ

アスパラ……………… 13ａ

●農業について

ハウスアスパラを栽培し４年目。

就農にあたり、何に取り組もうかと

悩んでいましたが、近くにアスパラ

で良い成績を上げている仲間がいた

ので、迷わず選択しました。土づく

りにたっぷり時間を掛けたので、今

は収穫が楽しみになっています。自

然相手の農業なので、心配ではあり

ますが、日々勉強し安定生産に努力

します。

二里町金武

田中 末
すえ

広
ひろ

さん（59）

◆代表者　いけばな池坊 

古川 幸
こう

司
じ

先生

◆目　的　JA女性部でのサークル

活動や仲間作り

◆会員数　16名

◆活　動　月１回　19時30分～ 

JA伊万里北部支所にて

◆みなさんから一言

みんな思い思いに四季折々の

花を生け、先生の優しい指導を

受けています。立
りっ

花
か

・生
しょうか

花・自
じ

由
ゆう

花
か

の３つのスタイルの中で、

大半は自由花で新しい空間を創

造し、幅広い表現ができるよう

頑張っています。池坊の和と美

で見る人を癒し、喜んでもらえ

ることが魅力です。

が行くバイ が行くバイ

Let’s集GO!

がんばる農家 収穫が楽しみ

おしゃべりにも花咲かせ
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「
１
県
１
組
合
化
」
に
よ
り
、
農
業
保
険
制
度
の
機
能

を
十
分
生
か
し
な
が
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
運

営
す
る
こ
と
で
、
農
業
者
の
一
層
の
経
営
安
定
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

来
春
　
県
一
組
合
設
立
へ

全
議
案
が

満
場
一
致
で

可
決
承
認

議長を務められた

前田 國
くに

弘
ひろ

総代

伊
万
里
有
田
地
区
農
業
共
済
組
合
は
︑
令
和
元
年
度
第
１
回
臨
時

総
代
会
を
令
和
元
年
10
月
28
日
︑
Ｊ
Ａ
伊
万
里
大
会
議
室
に
お
い
て

総
代
96
名
の
内
88
名
︵
書
面
を
含
む
︶
の
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し

た
︒
松
尾
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
︑
議
長
に
東
山
代
地
区
の
前

田
國
弘
総
代
を
選
任
し
︑
議
事
に
入
り
ま
し
た
︒
佐
賀
県
農
業
共
済

組
合
合
併
の
承
認
を
含
む
全
３
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
︑
全
議
案

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
県
下
全
て
の
組
合
や
連
合
会
で
も

臨
時
総
代
会
を
開
催
し
︑
同
３
議
案
が
可
決
さ
れ
︑
来
春
４
月
１
日

に
は
新
組
合
が
設
立
さ
れ
ま
す
︒

第
１
号
議
案

佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
合
併
の
承

認
に
つ
い
て

伊
万
里
有
田
地
区
農
業
共
済
組

合
は
、
佐
賀
農
業
共
済
組
合
、
三

神
地
区
農
業
共
済
組
合
、
小
城
多

久
地
区
農
業
共
済
組
合
、
東
松
浦

農
業
共
済
組
合
、
杵
島
地
区
農
業

共
済
組
合
、
鹿
島
藤
津
農
業
共
済

組
合
と
農
業
保
険
法
（
昭
和
22
年

法
律
第
１
８
５
号
）に
基
づ
い
て
、

合
併
に
よ
る
県
域
組
合
「
佐
賀
県

農
業
共
済
組
合
」
を
令
和
２
年
４

月
１
日
に
設
立
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
権
利
義
務
及
び
財
産
の
一
切

を
「
佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
」
に

承
継
し
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
解
散
し
ま
す
。

第
２
号
議
案

佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
合
併
予
備

契
約
書
等
の
承
認
に
つ
い
て

佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
合
併
予

備
契
約
書
及
び
佐
賀
県
農
業
共
済

組
合
合
併
予
備
契
約
に
関
す
る
確

認
書
並
び
に
佐
賀
県
農
業
共
済
特

定
組
合
設
立
契
約
書
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

佐
賀
県
農
業
共
済
組
合
設
立
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

農
業
保
険
法
第
70
条
及
び
佐
賀

県
農
業
共
済
組
合
合
併
予
備
契
約

書
第
4
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
松

尾
雅
宏
組
合
長
、
岩
永
雅
弘
副
組

合
長
の
２
名
を
「
設
立
委
員
会
」

の
委
員
と
し
て
選
任
し
ま
す
。

可
決
承
認
さ
れ
た
議
案

令和元年度
第１回臨時総代会
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令和２年産 梨共済（特定危険暴風雨方式）
加入申込み時期となりました
今回は、梨共済の特定危険暴風雨方式のみの加入のお願いとして主に内容を掲載し

ています。台風対策として特定危険暴風雨方式へのご加入をお願いします。また、半

相殺、災害収入方式への加入申込みは４月におこないます。

果樹共済

加 入 申 込 期 間 	�令和２年２月１日～２月15日

補 償 期 間 	�発芽期～収穫期

対象となる共済事故 	�暴風雨による果実の減収 

（最大風速13.9ｍ毎秒以上、最大瞬間風速20ｍ毎秒以上）

支 払 対 象 	�果実の減収が樹園地ごとに基準の３割を超える損害

農 家 負 担 掛 金 	�共済金額（補償額）×掛金率−国の負担額（掛金の半額を国が負担）

【計算例】 

幸水10ａ  標準収穫量2100㎏　果実1㎏当り単価333円の場合 

補償額49万円に対し農家負担掛金合計　3,773円

掛 金 等 納 入 期 限 	�令和２年３月10日㈫

特定危険方式は、令和４年産から廃止となります。４年産からは、これ以外の方式（半

相殺、災害収入、インデックス）への切り替えや、昨年よりスタートした収入保険制度へ

の加入をお勧めいたします。収入保険は掛金率も安く、特に果樹（なし）は価格安定対策

がないため、収入保険加入が最適と思われますので是非加入切替のご検討をお願いします。

重要な
お知らせ

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
農
業
共
済
事

業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
は
度
重
な
る
台
風
と
秋
ウ
ン
カ
の
被
害
を
受

け
、
佐
賀
県
作
況
指
数
が
全
国
最
低
で
63
と
な
る
大

不
作
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
万
里
・
松
浦
地
帯
に

お
い
て
も
、
佐
賀
地
帯
ほ
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
も

の
の
作
況
は
79
で
、
平
年
に
比
す
る
と
程
遠
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
県
一
組
合
に
姿
を
変
え
る
の
も
前
述
の
通

り
、
近
年
大
き
な
自
然
災
害
が
頻
繁
に
日
本
列
島
を

襲
う
な
か
、
現
在
の
組
合
規
模
で
は
組
合
員
へ
の
安

定
し
た
共
済
金
の
支
払
い
や
事
業
運
営
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
共
済
制
度
が
平
成
30
年
よ
り
「
農
業

災
害
補
償
法
」
か
ら
「
農
業
保
険
法
」
に
変
わ
り
、

農
水
省
か
ら
の
強
い
指
導
の
も
と
県
下
７
組
合
も
時

代
に
即
応
し
た
形
と
な
り
、
今
後
も
農
家
の
皆
様
と

共
に
歩
む
た
め
の
変
革
で
も
あ
り
ま
す
。

現
在
ま
で
に
36
都
道
府
県
が
県
一
組
合
に
な
っ
て

お
り
、
佐
賀
県
も
遅
ま
き
な
が
ら
来
年
４
月
の
県
一

を
行
い
ま
す
。
共
済
組
合
は
１
つ
に
な
っ
て
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
組
合
員
に
寄
り
添
い
、
農
業
経
営
と

組
合
運
営
の
安
定
を
目
指
し
て
参
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
伊
万
里
有
田
地
区
管
内
の

農
業
の
発
展
と
組
合
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

組
合
長
理
事

松

尾

雅

宏

県
一
合
併
に
あ
た
り
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後
記
編
集

ファイル№60◎材　料（3 ～ 4人分）

アスパラガス（細め）……………… 100ｇ
ライスペーパー………………………… 4枚
にんじん………………………………… 30ｇ
チーズ…………………………………… 50ｇ
カニカマ………………………………… 80ｇ

付けタレ
ポン酢…………………………… 大さじ 4
マヨネーズ……………………… 大さじ 2

◎作り方

透き通る色合い

アスパラ生春巻き
発
行
／
伊
万
里
有
田
地
区
農
業
共
済
組
合	

〒
８
４
８
‐
０
０
２
７	

佐
賀
県
伊
万
里
市
立
花
町
字
通
谷
１
５
４
２
の
19	

（
伊
万
里
市
役
所
前
）
☎
23
‐
２
０
４
５　

℻
23
‐
６
２
６
４

●
１
８
３
号
ク
イ
ズ
の
答
え

７
組
合

●
ク
イ
ズ
当
選
者

岩
﨑
千
代
美
さ
ん　

穐
本　

二
三
さ
ん

前
田
キ
ヨ
ミ
さ
ん　

岩
永　

伸
子
さ
ん

浦
川　

顕
義
さ
ん

①アスパラを3～4分茹でる。
②にんじんは千切りにし、チーズ、カニカマ

は好みの大きさでカットする。
③ライスペーパーを水にくぐらせて、まな板

の上に置く。
④具材をライスペーパーにのせて、きつめに

巻きます。

⑤巻いたあと好きな大きさにカットし盛り付
け、タレを添えて出来上がり。

※お好みの具材を使ってバリエーションを試
してみて下さい。

来
春
の
県
一
合
併
が
い

よ
い
よ
目
前
に
迫
り
、
当

組
合
広
報
紙
も
最
終
号
と

な
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
60
年
入
組
し
、
第
22
号
か

ら
１
８
４
号
ま
で
発
行
に
携
わ
り
、
Ｐ

２
・
Ｐ
３
は
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

当
時
は
年
２
回
の
発
行
で
し
た
が
、

年
５
回
ま
で
増
刊
し
、
全
国
で
広
報
紙

金
賞
を
受
賞
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

制
度
の
普
及
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

組
合
員
さ
ん
に
直
接
登
場
し
て
頂
く
コ

ー
ナ
ー
を
企
画
し
、
親
し
み
や
す
い
広

報
紙
を
目
指
し
て
お
り
ま
し
た
。
約
５

０
０
０
名
の
皆
様
に
登
場
し
て
頂
き
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
一
合
併
後
も
広
報
紙
は
継
続
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
皆
様
に
手
に
取
っ
て
頂

け
る
よ
う
な
広
報
紙
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
山
口
）

有田町立部

池田 拡
ひ ろ

子
こ

さん
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